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研究成果の概要（和文）：申請者は、健診受診者及び膵炎患者の臨床情報とMRIによる膵管画像を統合した大規模デー
タベースを作成し、過去の膵管形態異常と原因不明膵炎発症の関連を証明した研究に加え、以下の追加的成果を得た。
(1) 膵管癒合不全を伴わない副膵管先端部の嚢胞状拡張は、慢性膵炎と関連が強い稀な後天的形態異常である。(2)ans
a pancreaticaという稀な膵管形態異常は再発性急性膵炎の危険因子である。(3)原因不明の慢性高膵アミラーゼ・リパ
ーゼ血症には、膵管形態異常である膵管癒合不全と蛇行主膵管が関与している。(4)慢性アルコール性膵炎は膵体尾部
の萎縮をきたす。

研究成果の概要（英文）：The applicant made combined big data of pancreatic ductal MR images and clinical 
information and investigated the clinical significance of several pancreatic ductal anomalies on 
pancreatitis or hyperamylasemia/hyperlipasemia. The new findings are as follows: (1) Santorinicele 
without pancreas divisum pathophysiology is a rare variation associated to chronic pancreatitis (2) ansa 
pancreatica, one of the rare pancreatic ductal anomalies, is a risk factor for recurrent acute 
panreatitis, (3) idiopathic hyperamylasemia/hyperlipasemia is related to the existence of pancreas 
divisum and meandering main pancreatic duct, (4) chronic pancreatitis could cause atrophy of the body and 
tail of the pancreas.

研究分野：画像診断学
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１．研究開始当初の背景 
 
膵炎は膵に急性ないし慢性の炎症を生じた
もので、糖尿病の合併症を生じたり、時に致
命的となることもある重要な疾患であり、重
症急性膵炎と慢性膵炎は難病（特定疾患）に
指定されている。膵炎の原因は多岐にわたり、
胆石、アルコール、自己免疫性疾患、悪性腫
瘍、外傷などが確立した原因である。アルコ
ール性膵炎については、その機序は未だに不
明である。その上、膵炎全体の 20%が原因不
明であり、その原因や病態の解明、治療法の
確立が急務となっている。 
申請者は、日常診療の中で、特定の膵管形態
異常が、このような膵炎患者に於いて多く見
られることに気付き、これを科学的に裏付け
るために本研究を立ち上げた。これまでに膵
管の形態異常の臨床的意義を調べた研究は
膵胆管合流異常や pancreas divisum（膵管癒
合不全）に関し複数見られるが、膵胆道系疾
患を患った患者に施行した内視鏡的逆行性
膵胆道造影ないし切除膵の膵管造影を集計
したなど、母集団に著しい偏りのある報告に
限られており、議論も賛否両論で、十分な説
得力を持たないものであった。他方、膵管流
路改変が膵炎を改善するという報告もある。 
申請者は、信頼性の高い横断的研究を行う目
的で、非侵襲的 MRI 撮像によって得た膵管形
態情報および身体所見・血液検査所見などあ
らゆる臨床情報を含む、大規模データベース
構築を試み、次の主な研究結果を得ている。 
 
① 最も頻度の高い先天性膵管形態異常で
ある pancreas divisum の頻度を生理的
条件下に初めて調べた(Gonoi et al. 
Gut 60:1103-8, 2011)。 

② また pancreas divisum が特発性慢性膵
炎・特発性再発性急性膵炎群で、一般人
口の 10 倍の頻度で見られることを発見
し、pancreas divisum が特発性膵炎発
症に強く関与することを統計学的に証
明した(Gonoi et al. Gut 60:1103-8, 
2011)。 

③ 極めて稀な先天性膵管形態異常である
retroportal main pancreatic duct の 4 
– 5 例目を報告し、頻度と効果的な画像
的描出方法を報告した(Gonoi et al. 
Clinical imaging 35:442-6, 2011)。 

④ 膵頭部のループ型・逆 Z型の主膵管形態
異常: meandering main pancreatic duct 
(MMPD)を発見し、2番目に高頻度である
ことを示した(Gonoi et al. Pros One 
7:e37652, 2012)。 

⑤ MMPD は特発性再発性急性膵炎患者にお
いて一般人口の約 10 倍の高頻度で見ら
れ、特発性再発性急性膵炎発症と強い相
関があることを発見した(Gonoi et al. 
Pros One 7:e37652, 2012)。 

 
また、これらに関連する膵管の形態異常と膵

炎の発生に関わる内容として、以下のことが
明らかになっていない。 
 
① 膵管癒合不全を伴う副膵管先端部の嚢胞
状拡張（Santorinicele with pancreas 
divisum、SWPD)の症例報告は複数認めら
れるが、殆どが膵炎患者に対する検討で
あり、一般人口における頻度や意義は十
分に解明されたとはいえない。 
② 膵管癒合不全を伴わない副膵管先端部の
嚢胞状拡張（ Santorinicele without 
pancreas divisum pathophysiology , 
SWOPP）の症例報告は過去に 1例しかなく、
臨床的意義は全く明らかになっていない。 
③ 背側膵管がループ状を呈する稀な膵管の
破格である Ansa pancreatica と急性膵
炎の関連を証明した研究はない。 
④ 原因不明の慢性高膵アミラーゼ・リパー
ゼ 血 症 （ Chronic nonpathological 
pancreatic hyperenzymemia, CNPH）にお
ける膵管破格の関連は明らかでない。 
⑤ 慢性アルコール性膵炎における膵実質萎
縮について膵頭部・膵体部・膵尾部の萎
縮の程度の違いに着目して検討した研究
は今までにない。 
 
２．研究の目的 
 
本研究では以下の関係性の解明を試みる。い
ずれについても、これらの関係性を十分に検
討した横断的研究はなく、新たな知見が待た
れる領域である。 
 
① SWPD の一般人口における頻度や臨床的
背景を明らかにし、膵炎患者における頻
度や臨床的背景と比較検討する。 
② SWOPP の一般人口における頻度や臨床的
背景を明らかにし、膵炎患者における頻
度や臨床的背景と比較検討する。 
③ Ansa pancreatica の急性膵炎群と 健診
受診群における頻度を明らかにし、急性
膵炎発症との関連を検討する。 
④ 原因不明の CNPH と膵管形態異常、特に
pancreas divisum と MMPD との関係を明
らかにする。 
⑤ 慢性アルコール性膵炎の膵実質萎縮の形
態につき膵頭部、体部、尾部の萎縮の程
度の違いに着目し横断的に検討する。 
 
 
３．研究の方法 
 
① SWPDの頻度や臨床的特徴を横断的に調べ
るために、上腹部 MRI を撮像した 2035 例
の患者と2095例の上腹部MRIドック受診
者の MRI 画像及び臨床情報を比較した。 
② SWOPP の頻度や臨床的特徴を横断的に調
べるために、上腹部 MRI を撮像した 2035
例の患者と2095例の上腹部MRIドック受
診者の MRI 画像及び臨床情報を比較した。 



③ 健診受診群587名と単回急性膵炎群55名、
再発性急性膵炎群 18 名を後ろ向きに検
討した。全例で既往歴、生活歴の確認、
身体診察、MRCP を含めた腹部 MRI が施
行されている。Ansa pancreatica の有無
を MRCP を用いて判定し、その頻度を比
較した。健常群 556 名と CNPH 群 14 名を
後ろ向きに検討した。全例で既往歴、生
活歴の確認、身体診察、MRCP を含めた腹
部 MRI が施行されている。膵管破格並び
にその他の膵管異常の有無につき MRCP 
を用いた判定を行い両群間で比較を行っ
た。 
④ 健常群556名と CNPH 群14名を後ろ向き
に検討した。全例で既往歴、生活歴の確
認、身体診察、MRCP を含めた腹部 MRI が
施行されている。膵管破格並びにその他
の膵管異常の有無につき MRCP を用いた
判定を行い両群間で比較を行った。 
⑤ 健常群 203 名と慢性アルコール性膵炎群
18 名を後ろ向きに検討した。全例で既往
歴、生活歴の確認、身体診察、腹部 MRI が
施行されている。膵頭部、体部、尾部前
後径と L1 椎体横径を計測し、体型補正の
ため、膵前後径を L1 椎体横径で割った椎
体横径膵前後径比を算出した。それぞれ
の値を疾患群、健常群間で比較した。さ
らに他の臨床背景（性別、年齢、BMI、ア
ルコール摂取量、糖尿病の有無）と部位
毎の萎縮の関連についても検討した。 
 
 
４．研究成果 
 
① SWPD は、患者群の 0.25%（6例）、健診群
の 0.03%に認められた。SWPD の 4/6 が無
症状、2/6 が膵性と思われる腹痛を経験
していた。Santorinicele の平均サイズ
は 6.9mm であった。十二指腸某乳頭憩室
を伴う症例や、内視鏡的逆行性胆管膵管
造影の経験者はいなかった。その他、特
徴的所見は見られなかった。 
② SWOPP は、患者群の 0.25%（5 例）、健診
群の 0.00%に認められた。4/5 例に膵炎、
3/5に慢性膵炎の既往がそれぞれあった。
無症状は 1/5 であった。Santorinicele
の平均サイズは 4.5mm であった。特に
SWOPP は慢性膵炎の患者に多く見られた
（対患者群のオッズ比＝7.0、対健診群の
オッズ比＝120）。SWPD のとの比較では、
SWOPP がある者は、膵管癒合不全を伴わ
ない副膵管先端部の嚢胞状拡張症例と比
較し、等頻度で、より小さな嚢胞を有し、
膵炎の既往と関連が強く、後天的発生が
示唆された。 
③ 健診受診群では Ansa pancreatica の頻
度は 5/587（0.85%）、再発性膵炎群では
2/18（11.1%）と、再発性膵炎群で有意に
高頻度だった（オッズ比 14.3）。一方単
回急性膵炎群では 1/55（1.8%）と健診受

診群と比較し高頻度であったが有意差は
認められなかった。ロジスティック回帰
分析でも、Ansa pancreatica の存在は独
立し再発性膵炎と関連していた。結論と
して、Ansa pancreatica の頻度は再発性
膵炎群で健診受診群に比較し有意に高か
った。Ansa pancreatica の存在は再発性
膵炎と独立して関連することが示され、
再発性膵炎発症の原因となると考えられ
た。 
④ CNPH 群において膵管の異常は 78.6%
（11/14）に観察された。MMPD が CNPH 群
で 21.4%（3/14）、健常群で 4.1％（23/556）
と CNPH 群で有意に多く観察された（オ
ッズ比 6.3）。Pancreas divisum に関し
ても CNPH 群で 21.4%（3/14）、健常群で
2.7%（15/556）と、 CNPH 群で有意に高
頻度だった（オッズ比 9.7）。ロジスティ
ック回帰分析の結果、MMPD と pancreas 
divisum は独立して CNPH と関連するこ
とが示された。結論として、pancreas 
divisum と MMPD は有意に CNPH 群で多
く、これらの破格の存在は CNPH と独立
して関連することが示された。これらの
破格は CNPH の原因となっている可能性
があると考えられた。 
⑤ 椎体横径膵前後径比は膵体部（0.33 vs. 
0.43; P=0.0016）、膵尾部（0.33 vs. 0.50; 
P<0.0001）において健常群に比べ、有意
に慢性アルコール性膵炎群で小さかった。
一方、膵頭部では 2 群間に有意差を認め
なかった。重回帰分析の結果、慢性アル
コール性膵炎の存在は膵体部（偏回帰係
数（PRC）=−0.068)、膵尾部（PRC=−0.14）
の椎体横径膵前後径比に独立して関連し
た。また、BMI（膵体部：PRC=0.0071、 膵
尾部：PRC=0.0062）と年齢（膵体部：
PRC=−0.0016、膵尾部：PRC=−0.0033）も
膵体部、膵尾部の椎体横径前後径比に独
立して関連した。結論として、慢性アル
コール性膵炎は膵尾部、膵体部の萎縮を
きたす。一方で慢性アルコール性膵炎の
存在と膵頭部の萎縮との間に関連はみら
れなかった。 
 
以上のまとめとして、これまで明らかにされ
ていなかった、膵、特に膵管の画像所見と膵
炎との関係が、健常者と膵炎患者を共に多く
含む、大規模なデータベース構築によって、
数多く明らかになった。これらの画像知見は、
膵炎患者を診療する際に、新たに着目すべき
所見として、すでに日常臨床で活用され始め
ている。 
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